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府立南高等学校
校長 川口　伊佐夫

令和４年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	教育目標「グローバル社会に対応できる人材の育成」
母語・生活言語である国語の力を伸ばすことで読解力・表現力・論理的思考力を育み、国際語である英語の力を伸ばし、国際コミュニケーションの手段を獲得させる。また、将来、世界を舞台に活躍する人材の育成として、日本の歴史や文化、伝統を知り、生まれ育った国について誇りをもって語ることができる力を身に付けさせる。
（１）国際教育の推進を通してグローバルに活躍出来る教養を身に付けさせるとともに、習得した幅広い知識や技能を生かして社会をリードする人材を育成する。
（２）高い学力や自学自習力の他、自ら課題を見つけ、リサーチ・考察し、その解決法を提案・発信できる力を醸成する。
（３）校外の各種団体との連携を図り、地域の教育拠点校として様々な活動に取り組むことを通して地域社会に貢献する。



２　中期的目標
	１「確かな学力」の育成及び希望進路の実現
(1) 基礎学力の着実な定着
・英語探究科として専門性の高い授業を行うとともに、知識習得型授業と探究型授業をバランスよく組み合わせる。
・大学や研究機関との連携による学習、体験型学習に積極的に取り組むことにより、学習に対する関心・意欲を高め、知識・スキルを定着させる。
(2) 専門分野における活用力・探究力の向上
・生徒が主体的に国際交流に参加できるよう、姉妹校交流等の企画運営を工夫する。また、国際交流活動を体験型学習やアクティブラーニングの観点から捉え直し、一層の充実を図る。
・近隣の小中学校との交流等で、探究テーマに沿ったリサーチを実施し、論文作成・プレゼンテーションなどの課題解決的な学習活動を行う。
(3) 生徒の希望進路の実現
・生徒一人ひとりの学習の記録やキャリアパスポートを活用し、生徒の学習履歴や、学校生活に係る意識について把握し、指導・支援する。
・外部人材を活用した講演会・講習等を、計画的かつ生徒のニーズにあうよう実施する。
・国公立大・関関同立・産近甲龍等の大学現役合格者数を、大学進学希望者の50％以上とする。
　過去３年の実績:R1 51.2%(英語科66.7%)･R2 54.2%(英語科63.5%)･R3 52.2%(英語科44.4%)･R4 49.2%(12月現在)　＊R3までは国語科を含む。
２　豊かでたくましい人間性のはぐくみ
(1) 知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成
・部活動と学習を両立させるよう計画的に指導を行い、生徒が自己管理能力を高めることができるよう支援する。
・学校生活において、生徒が連帯感・達成感を体得できるよう支援する。特にHR活動や人権学習において計画的に指導するとともに、生徒の状況を的確に把握し、指導方法の工夫改善に努める。
(2) 地域に開かれた学校づくりを推進するとともに、異校種間連携を充実させる。
・近隣学校園や大学との連携を促進し、教職員間の交流及び高大連携を踏まえた研修を定期的に実施する。
３　教員の指導力の向上
(1) ICTを活用した取組みの推進
・１人１台端末を効果的に活用し、生徒の学習活動を一層充実させるため、ICTを活用した授業実践に向けた研修の実施や好事例の共有を行う。
(2) 授業改善に取り組むための研究及び研修の充実
・学校内外で教材・資料・指導方法についての研究と交流を図り、指導方法の工夫改善に努める。
・学校全体として研究授業を行うとともに研究協議を実施し、積極的に授業改善のためのPDCAサイクルを的確に回す。
・授業アンケート、生徒・保護者向け自己診断を適切に活用するとともに、指導と評価の一体化を図る。
４　働き方改革への適切な取組み
・教職員の時間外在校等時間を適正に把握し、安全衛生委員会等で課題を整理するとともに、時間外在校等時間の縮減を図り教職員の健康保持・増進に努める。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和４年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	【学習指導等】主体的・対話的で深い学びに取り組み、積極的参加を促し、探究学習を行い生徒アンケートによる肯定的回答も82.3％であった。英語探究科として異文化理解に関する様々な実践に取り組み、サマーセミナーでは大阪教育大学や大阪観光局に協力いただき留学生との交流活動もできた。地域の堀川小学校とは小高連携英語授業で地域交流活動を行った。８月ECCグローバル体験、10月イギリス留学生訪問団受け入れ、11月修学旅行でホームビジット体験、12月オーストラリア姉妹校オンライン交流など、コロナ禍においても国際交流活動を多数実施でき参加生徒満足度も98％であった。今後は来年度以降の姉妹校交流活動を実施し、専門科の特色を新しい国際文化コースに引き継ぎを検討するとともに、国際交流の推進が必要である。【生徒指導等】基本的生活習慣を確立し、体調管理や規範意識向上などに取り組み、生徒アンケート肯定的回答も75.3％である。生徒問題の早期発見に努め、担任･生活指導･支援教育担当･管理職が連携し、特別支援委員会やいじめ対策委員会など心理面や人間関係などに起因する様々な問題に取り組み中途退学･転学防止を行った。今年度は３校の規則を調整しながら生徒指導を行い、次年度も継続した指導を行うが、桜和高校への引継ぎと課題分析が必要である。部活動や学校行事も４校協力して実施し、目標どおりに生徒会中心の学校行事を行った。【進路指導等】３年生が専門性を生かし大学現役合格の進路希望を実現させ、２年生は個別面談、進路ガイダンスなどで進路意識を向上しキャリア教育を行い、生徒アンケートで生徒満足度も85％である。【校務運営等】ICTでは１人１台端末を活用し職員会議ペーパーレスや教職員研修会も実施できた。働き方改革として部活動では適切な休養日を設定し、長時間勤務の縮減に向け取り組み、月１回ノー残業デーを実施し、外部講師による全体部活動日を設定して取り組んだ。
	南・西・扇町総合高校は再編により桜和高校と併置されていることから、学校運営協議会は桜和高校と同一。
第１回（７月６日）
○R4年度学校経営計画について
･ICT教育推進について、現代は小学校の低学年から進められているが、「漢字が覚えられない」「国語力が心配など」負の側面もよく聞いている。今後の取り組みとしてICT教育を進めるのであれば、そのような点を配慮した教育を進めなければならないのではないか。
・４校の新しい学校については、今後はもっと地域と連携し、校舎貸し出しや商店街とコラボなどの地域連携した取り組みを進めてもらいたい。
第２回（11月30日）
・探究学習について、従来の取り組みとこれからの学習の相違点を伺いたいと意見あり。
・小中連携教育については、堀川小学校との連携のように北区中学校との連携にも取り組み、来年度の取り組みを検討する点からも北区中学校校長会に出席いただいて直接説明をお願いしたい。
・教育文理学科については、今後教員志望生徒が増加してくることを考慮すると、高校での働き方改革が問題となってくるのではないか。
第３回（２月20日）
・令和４年度学校経営計画最終評価について、各分掌からの今年度の取組と達成状況がよく理解できた。今後も、継続した取り組みに期待したい。
・令和５年度学校経営計画について、本年度の反省を踏まえ、取り組んでほしい。生徒・保護者からの要望についてもきめ細やかな対応と、学校からの情報発信に積極的に取り組んでほしい。また、学校教育自己診断でのアンケート調査で肯定的回答の「Aよくあてはまる」「Bややあてはまる」それぞれの比率も見ながら、学校の取組について検討をすすめてほしい。
・保護者への情報発信は、ホームページのより一層の充実や保護者メール、その他のアプリ等も活用しながら、積極的な発信が必要である。
・西高校や南高校は新たな学校となったこともあり、新校舎や地域的なことを考慮しながら生徒の防災意識の涵養に努める必要があるのではないか。



３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標[R3年度値]
	自己評価

	１ 「確かな学力」の育成及び希望進路の実現
	(１)基礎学力の着実な定着


(２)専門分野における活用力・探究力の向上










(３)全ての生徒の希望進路の実現

	(１)１人１台端末の効果的な活用により、授業の充実を図り、全ての生徒の学力の伸長をめざす。


(２)
・探究活動では関係諸機関と連携し、専門分野における探究力を高める。
・コロナ禍により相互訪問は厳しい状況においても、昨年度に引き続きオンラインでの姉妹校交流を実践する。
・大学、及び関係校からの評価・助言を受け、課題研究指導プログラムの研究開発を伸展させる。
・探究活動のグループ発表において、協働的な学びを取り入れ、生徒間の交流を図る。


(３)
・３年間を見通した総合的指導計画（学習指導・進路指導・生活指導等）、及び外部講師を招聘したキャリア教育を実践する。
・生徒のニーズに応じた平日補習や長期休業中の補習体制が行えるよう校内体制を構築する。
	・生徒・保護者向け自己診断「教材や教授法がわかり易く工夫されているので、基礎的・基本的な内容がよくわかる。」を80％にする。　[R3 91.2％]
・生徒・保護者向け自己診断「授業中、応用や高度な内容にも話が及び、新しい発見や興味に繋がる。」を80％にする。　[R3 77.8%]
・おおさかグローバル塾等、外部団体主催による海外派遣・留学等の選考の事前指導を行い合格に導く。[R3 合格者２名]
おおさかグローバル塾 １名
Girls Unlimited Program １名
(大阪大学・在日米国大使館共催) 






・生徒・保護者向け自己診断「生徒の適性や希望を生かした適切な進路指導が行われている。」を80％にする。　[R3 87.4%]
・生徒・保護者向け自己診断「平日補習や長期休業中の補習が役に立っている。」を80％にする。　[R3 73.3%]
	１人１台端末を活用し、授業の理解度が向上した。◎
[R4 81.4%]
特色ある取り組みが進路決定につながった。　　　◎
[R4 85.2%]
海外派遣はできなかったが国際社会で生き抜く力を育成､異文化理解する実践を実施。大阪教育大学留学生・大阪観光局協力で留学生と交流活動ができ、専門科の取り組みを継続する指標となった。　　　　　　　○




生徒への適切な進路指導を行い目標達成できた。　◎
[R4 83.8%]
平日や長期休業中の補習を行ったが目標達成できなかった。　　　　　　　　　　△
[R4 59.5%]

	２　豊かでたくましい人間性のはぐくみ
	(１)知・徳・体のバランスのとれた生徒の育成









(２) 地域に開かれた学校づくり・異校種間連携

	(１) 
・部活動と学習を両立させるよう計画的に指導する。家庭学習時間確保の把握と指導を行い、生徒の自己管理能力を高める。
・一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の充実に向け、生徒支援委員会等で定期的に情報共有を行うとともに、スクールカウンセラーや、関係諸機関との連携により、生徒の心のケアを図る。




(２)
・近隣の小中学校と連携した授業を通して、生徒が地域との連帯感・達成感を体得できるよう指導する。




・外部人材を活用し、人権学習等を充実させ、人としての在り方生き方を学ぶ道徳教育を推進する。
[bookmark: _GoBack]
・社会貢献に取り組む卒業生や専門家による講演及び連携協力を推進する。
	・生徒、保護者向け自己診断「ホームルーム活動や学校行事は高校生活に有意義なように計画されている。」を80％にする。　[R3 74.8%]

・生徒・保護者向け自己診断「スクールカウンセラーがいて相談できる環境は、安心感がある。」を80％にする。
[R3 72.3%]

・生徒・保護者向け自己診断「この高校に入学して満足している。」を80％にする。　[R3 75.1%]


・近隣の小中学校との交流を進める。
[R3 中央小学校・東中学校と交流（模擬授業等）]
・生徒・保護者向け自己診断「生徒の意見や悩みを丁寧に聞いてくれる熱心な先生が多い。」を80％にする。
[R3 74.9%]


・生徒・保護者向け自己診断「人権を尊重する教育活動が実施されている。」を80％にする。 
　[R3 82.3%]

・豊かな人間性の涵養のための講演会を実施する。
[R3 作家・思想家の内田樹先生の講演会を実施]
	ホームルーム活動や学校行事を計画し、高校生活を有意義なものとした。　　△
[R4 71.3%]
安心感のある環境づくりを行ったが目標を下回ったため安心安全な環境づくりを継続する。　　　　　　　　　　　△
[R4 64.2%]
高校生活の満足度を向上させることができ目標達成できた。　　　　　　　　　　○
[R4 81.3%]
堀川小学校と小高連携授業で地域交流を実施できた。生徒の意見や悩みを聞き、丁寧な生徒対応を行ったが目標を下回ったため、さらに生徒に寄り添うことを心掛ける　　△
[R4 77.6%]
様々な場面で人権を尊重する教育活動をより丁寧に継続する。　　　　　　　　　　△
[R4 73.4%]
各学年で人間性を育む講演会を実施し目標達成した。  ○

	３　教員の指導力の向上
	(１)ICTを活用した取り組みの推進


(２)授業改善に取り組むための研究及び研修の充実

	(１) 
・自宅学習に柔軟に対応できる指導方法の工夫改善に努め、学習課題の作成と配信を促進する。

(２)
・新学習指導要領を踏まえ、各教科において指導と評価の一体化について、統一・共有化を進める。



・学校全体として研究授業を行うとともに研究協議を実施し、授業改善のための計画、実践（指導）、評価、改善のサイクルを的確に回す。
	
・自宅学習用教材を積極的に配信する。オンライン授業に取り組む。


・生徒・保護者向け自己診断「授業がわかりにくい生徒には、特別な指導等により理解できるように取り計らわれている。」を80％にする。　[R3 78.1%]



・生徒・保護者向け自己診断「学習や学校生活で努力したことに合わせて、評価されていると思う。」を80％にする。　[R3 83.2%]

・１人年１回以上の研究授業を実施する。
[R3 年次研修等一部教員が実施]

	教員の指導力向上のためICTを活用し、指導方法の改善を行い目標達成できた。
　　　　　　　　　　 ◎
[R4 97%]
授業改善を行い生徒理解に応じた指導の工夫を行ったが目標を下回り、今後はより生徒視点の内容になる様工夫する。　　　　　　　　　　△
[R4 64.1%]
指導と評価を一体化し、適切な評価で学習意欲を向上させ目標達成できた。　○
 [R4 82.6%]
年次研修等で研究授業を実施し、授業改善のため授業アンケート２回､面談３回､授業見学１回、自己診断アンケート１回を実施した。
　　　　　　　　　　　○

	４　働き方改革への取組み
	(１)働き方改革への適切な取組み
	(１)
・時間外労働の縮減を図る。安全衛生委員会等で時間外労働の数値結果を共有する。





・部活動においては、適切な休養日を設定し、長時間勤務の縮減に向け学校全体として取り組む。
	
・時間外労働時間の平均を昨年度より１割削減する。
　　[R3 25時間42分]※４月～２月の平均





・教員定数減に対応するため、校務分掌の整理統合を進め、合理的な校務の分担を実現する。
	
時間外労働縮減の取り組みを実施した。働き方改革をより進めるよう工夫する。　　　　　　　　　△
[時間外労働時間平均
R4 38時間15分]
※４月～12月の平均
今年度は、ノー残業デーを月１回実施、外部講師を招聘しての全体部活動日を設定して実施できた。　　○



